
Jスコラーズ（声楽アンサンブル／合唱）
2014年結成。これまでの合唱の常識を打ち破る斬新な編曲と華やかなパフォーマンス、そして聴く人の心を捉える熱い歌声とハーモニーで、唯一無二の『合
唱エンターテイメント』を全国各地に届けている。
音楽監督は、ピアニスト、チェンバロ奏者、合唱指揮者の榎本潤。メンバーはソリストとしても活躍する声楽家を中心に結成されており、BS-TBS『日
本名曲アルバム』等メディアへの出演や、全国各地でのホール公演、学校芸術鑑賞会（これまでに述べ300校以上を訪問）なども精力的に行っている。
2019年1st CD『365日の紙飛行機』、2021年1st DVD『合唱で味わう思い出の名曲』、2022年2nd CD『ハッピー・コーラス！』をリリース。
コロナ禍ではリモート合唱動画の制作が好評を得る。2020年5月、オリジナル編曲によるリモート合唱『うちで踊ろう』（作詞・作曲：星野源）が『星野源のオー
ルナイトニッポン』で放送された。2022年３月には『ウクライナ国歌』の合唱動画を YouTube に公開し、世界各国からの反響のもと音楽を通じた平和と
反戦を訴えている。
2023年11月に初監修による楽譜『華麗なる混声合唱曲集』がドレミ出版より発売された。
2026年3月、浜離宮朝日ホールでの『蒔田尚�＆冬木透 ～その音楽のある一片～2026』に男声合唱で出演。

榎本 潤（ピアノ／編曲／音楽監督）
国立音楽大学ピアノ専攻科を経て同大学院を修了。小林道夫、柳川守、ダン・タイ・ソンの各氏に師事。

第34回北九州芸術祭にて最優秀伴奏賞及び全日空賞受賞。

繊細な音色とダイナミックな表現力を併せ持ち、ソリストとして『モスクワ・フィルハーモニー管弦楽団』など世界的オーケストラと共演を重ねる一方、

柔軟な音楽性でアンサンブル・ピアニストとして共演アーティストからの信頼も厚い。これまでに、古澤巌（ヴァイオリン）、大谷康子（ヴァイオリン）、

山形由美（フルート）、岡本知高（ソプラニスタ）、アナスタシア（ヴァイオリン／ロシア）、キュウ・ウォン・ハン（バリトン／韓国）の各氏らをはじ

めとする著名アーティストと全国各地で共演。

チェンバロ奏者としては、ソリストとして『新イタリア合奏団』や『N響合奏団』などと共演。

合唱指揮者としては、全日本合唱コンクール全国大会など数多くのコンクールにて入賞を果たしている。2014年からは声楽アンサンブル『Jスコラーズ』

を率いてBS-TBS『日本名曲アルバム』に出演。BSテレビ東京『おんがく交差点』にもピアニストとして出演してる。

日本の歴史的なピアノを使用したソロ・アルバム『榎本潤×松本ピアノ～スイート・トーンの調べ～』が好評発売中。

現在、国立音楽大学及び同大学院講師（ピアノ）。Jスコラーズ音楽監督。千葉市在住。

昭和が生まれてから、時代は平成、そして令和へ。

100年の時を刻んできました。

あの頃、家族と囲んだ食卓、友と歩いた帰り道、

テレビ・ラジオから流れてきた歌声…。 

そんな思い出とともに生きてきた名曲の数々を、

実力派コーラスグループ《Jスコラーズ》が

心を込めて歌い上げます。 

令和の今だからこそ胸に響く、

懐かしく温かな時間をお過ごしください。

本公演の出演者
14名

ソプラノ：大上幸子／森山由美子／五味由利子／山崎花香　　アルト：奥野恵子／今野香澄／池松菜生／宮田 優
テノール：新井拓人／松田 健／釜屋琳太郎　　　　　　　　 バ　ス：山田健人／森道太郎／河野陽介
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第1回公演は
6月23日に
終了しました。

PROFILE

残席僅か！チケットのお求めは美浜文化ホールまで！
完売の場合はご了承ください。


